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平成 27 年 12 月 22 日 

各      位 

会 社 名  日 本 コ ン ベ ヤ 株 式 会 社 

代表者名  代 表 取 締 役 社 長  吉 川  勝 博 

(コード：6375、 東証第一部） 

問合せ先  常務取締役管理本部長  石 田  稔 夫 

(TEL．072－872－2151 ） 

 

明治機械株式会社の第三者割当増資引受に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、明治機械株式会社が募集する第三者割当増資を引き受け、株式

1,900,000 株を取得(本件増資後議決権所有割合 16.92％)することについて、決議いたしましたのでお知ら

せいたします。 

 

記 

 

１．株式の取得の理由 

当社グループは、立体駐車装置関連事業において、立体駐車場の再開発案件や新規案件の受注獲得に努

めており、特に関東首都圏での事業拡大のため、兵庫県姫路市にあります当社の生産拠点以外に同圏での

生産拠点の確保を急務としておりました。 

このような中で、当社は平成 27 年の年初より、立体駐車装置の一部をＴＣＳグループの一員であり今回

の募集先である明治機械株式会社へ生産委託するという協議を行ってまいりました。 

明治機械株式会社は各種立体駐車装置を製造するに足る十分な工場スペースを栃木県足利市に有し、製

粉・飼料関連の機械設備製造及びプラント設計施工のノウハウは、立体駐車装置にも適用できるものと考

えております。 

以上のように、両社の協業により、当社は事業拡大のための関東首都圏における生産拠点の確保による

コスト低減、明治機械株式会社では、新規製品による収益拡大と工場稼働率の平準化・高水準化による生

産性向上という相乗効果に繋がるものと考えております。 

その他、両社が参入しております太陽光発電関連事業におきましても、当社の施工・保守ノウハウと明

治機械株式会社のプラント設計施工・保守ノウハウの融合・補完により、メガソーラー等大型案件の新規

市場の開拓が見込まれ、また、両社グループのサービス・販路の相互利用など、両社の経営資源を有効に

補完し合うことで、両社の経営の効率化、企業価値向上に資するものと考えております。 

上記のような協議を行うなか、当該事業の開始時期、規模、継続性等様々な条件につきまして検討を重

ねてまいりましたが、当該事業の協業をはじめとする両社のシナジー効果をさらに加速させるためには、

通常の業務委託・受託関係のみならず、中長期的な関係を緊密にすることが必要不可欠であるとの認識が

両社間で生じ、そのためには資本関係をより一層強化することが最も有効であるとの結論に達し、明治機

械株式会社の第三者割当増資を引受けることになりました。 
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２．対象会社の概要(平成 27 年 12 月 22 日現在) 

（１）名 称  明治機械株式会社 

（２）所 在 地  東京都千代田区神田多町二丁目 2番地 22 

（３）代表者の役職・氏名  代表取締役社長 河野 猛 

（４）事 業 内 容 産業機械関連事業、不動産関連事業、太陽光関連事業 

（５）資 本 金     1,237,359 千円 

（６）設 立 年 月 日  1925 年 

（７）決 算 期  3 月 31 日 

（８）発 行 済 株 式 総 数  9,502,636 株 

 

３．日程 

平成 27 年 12 月 22 日      取締役会決議 

平成 28 年  1 月 8 日      株式取得日(予定) 

 

４．業績への影響 

当期の業績に与える影響は軽微です。 

 

 

以 上 


